
 
  

          西緑地に動物の糞は 

         落ちているでしょうか？ 

         犬の糞さえないかもしれ 

         ませんね。 

          そうなると、この本に 

         出てくるオオセンチコガ 

         ネやセンチコガネはいな 

         いかも知れません。いて 

         ほしいのですが。 

 この本は 1人の画家のおじさんが、主にオオ

センチコガネの卵から成虫になるまでを苦労

して追いかけた記録です。オオセンチコガネは

動物のフンを地下の産卵場所に詰め込み、幼虫

はフンを餌に成虫になるという事はわかって 

いますが、細かいことは分かっていませんでし

た。ファーブル昆虫記のセンチコガネについて

の記述を参考に、追及に着手します。 

 何回もの失敗ののち、卵や幼虫を見つけます

が、間もなく死んでしまいます。色々考え、工夫

して、ついにオオセンチコガネの羽化を見届け

ることができました。でも、おじさんの追及は

まだまだ続きます。 

「ひとつの虫のくらしを追うことは、その虫が

そこにいるために欠かすことのできない関係や

歴史を探ることにつながる」と作者は書いてい

ます。小さな虫でもじっくり観察すると、それ

まで知らなかった新しい世界が見えてくると。 

（齋藤好子） 
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